
CJDインシデント事例のパターン

解 説

1. これまでに経験されたCJDインシデント症例を、CJD発症前期間・CJD発
症時期・CJD診断時期・CJD無診断期間・ハイリスク手術時期・CJDサー
ベイランス等に着目して、上記A-Eのように分類した。

2. パターンDでは、CJD発症前であってもインシデント対象となっている。こ
のことからも、ハイリスク手技におけるプリオン病対策は今後とも必須で
あることが再確認された。
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